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一
八
四

一
、『
沈
淪
』
の
出
版
と
そ
の
衝
擊

一
九
四
五
年
、
五
〇
歲
の
郁
逹
夫
（
一
八
九
六
―
一
九
四
五
）
は
、
ス
マ
ト
ラ
で

日
本
の
憲
兵
に
よ
っ
て
慘
殺
さ
れ
た
。
同
年
の
十
二
⺼
、
そ
の
訃
報
に
接
し
た
鄭

伯
奇
（
一
八
九
五
―
一
九
七
九
）
は
『
書
報
精
華
』
に
寄
稿
し
、
郁
逹
夫
と
の
日
本

留
學
時
代
か
ら
の
交
遊
、
そ
し
て
創
造
社
同
人
と
し
て
の
活
動
を
追
懷
し
、『
沈

淪
』（
一
九
二
一
、
泰
東
圖
書
局
）
出
版
歬
後
の
郁
逹
夫
の
樣
子
を
語
っ
た
。

　

彼
〔
郁
逹
夫
：
引
用
者
㊟
〕
が
と
り
わ
け
愛
し
て
い
た
の
は
そ
の
處
女
創
作

集
の
タ
イ
ト
ル
、
す
な
わ
ち
「
沈
淪
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
常
々
笑
顏
で
、
こ

の
本
が
世
に
出
れ
ば
、「
沈
淪
主
義

―
沈
淪
イ
ズ
ム
」
を
引
き
起
こ
す
よ

と
語
っ
た
。「
沈
淪
イ
ズ
ム
、
沈
淪
イ
ズ
ム
」、
彼
は
常
に
そ
れ
を
口
ず
さ
ん

で
い
て
、
新
た
な
自
分
の
造
語
に
感
心
し
た
よ
う
で
あ
っ
た（

１
）。（

下
線
部
は
引

用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

鄭
の
回
想
が
示
す
よ
う
に
、
郁
は
『
沈
淪
』
の
出
版
に
大
き
な
朞
待
を
寄
せ
て

い
た
。
特
に
タ
イ
ト
ル
の
「
沈
淪
」
と
い
う
二
文
字
が
氣
に
入
り
、「
沈
淪
イ
ズ

ム
」
の
ブ
ー
ム
が
文
壇
に
卷
き
起
こ
る
こ
と
を
朞
待
し
て
い
た
。『
沈
淪
』
が
出

版
さ
れ
る
と
、
作
家
自
身
の
朞
待
を
超
え
、
贊
否
兩
論
の
評
價
を
招
く
こ
と
と

な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
文
藝
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
韓
侍
桁
（
一
九

〇
八
―
八
七
）
は
、
當
時
の
文
藝
に
關
心
の
あ
る
文
學
靑
年
は
、「
だ
れ
も
が
み
ん

な
『
沈
淪
』
と
『
蔦
蘿
行
』
の
二
册
を
讀
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
忘

れ
っ
ぽ
い
人
で
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
當
時
そ
の
人
の
心
に
殘
し
た
印
象
を
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」

（
２
）

と
『
沈
淪
』
が
當
時
の
靑
年
に
與
え
た
衝
擊
を
語
っ
た
。

ま
た
、
韓
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
家
で
あ
る
黎
錦
朙
（
一
九
〇
五
―
九
九
）
は
、
魯
迅

（
一
八
八
一
―
一
九
三
六
）
の
『
吶
喊
』（
一
九
二
三
）
に
觸
れ
、「『
沈
淪
』
は
性
の

問
題
と
革
命
的
心
理
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
感
情
的

諬
示
（Revelation

）
は
、『
吶
喊
』
よ
り
も
激
し
か
っ
た
し
、
し
か
も
も
っ
と
遠

大
な
る
影
響
力
が
あ
っ
た
」

（
３
）

と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、『
沈
淪
』
の
主
人
公
の
性
の
抑
壓
、
退
廢
的
な
生
活
に
關
す
る
描

寫
は
、「
背
德
的
」
で
「
靑
年
に
惡
影
響
を
與
え
る
」
と
見
な
さ
れ
た
た
め
、
小

說
と
作
者
の
郁
逹
夫
は
一
九
二
〇
年
代
の
上
海
文
壇
か
ら
、
激
し
い
批
判
を
受
け

た
。
そ
の
批
判
の
光
景
に
つ
い
て
、
郁
逹
夫
は
一
九
二
七
年
に
出
版
さ
れ
た
自
作

集
『
鷄
肋
集
』（
創
造
社
出
版
部
）
の
序
文
の
な
か
で
觸
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
〇
年
代
初
朞
の
中
國
文
壇
で
「
文
學
革
命
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
え

た
人
々
が
數
多
く
い
た
が
、
郁
逹
夫
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
人
の
關
心
は

「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像
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「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
八
五

は
、
現
實
に
滿
足
せ
ず
、
か
と
い
っ
て
虛
無
に
陷
る
の
も
嫌
な
の
で
、
冷
た
い
現

實
の
な
か
で
、
手
の
と
ど
か
な
い
喜
び
や
幸
福
を
求
め
る
」

（
７
）

ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

周
作
人
は
、
郁
逹
夫
に
と
っ
て
理
想
的
な
讀
者
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
一
九
二

一
年
、
郁
逹
夫
は
『
沈
淪
』
の
序
文
で
、「
沈
淪
」
は
「
あ
る
靑
年
の
病
的
心
理

を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
靑
年
の
憂
鬱
症
（H

ypochondria

）
を
解
剖
す
る

も
の
で
あ
る
と
も
い
え
、
そ
の
中
に
近
代
人
の
苦
悶
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

―
そ

れ
は
性
の
要
求
と
靈
肉
と
の
閒
の
衝
突
で
あ
る

―
」

（
８
）

と
語
っ
た
。
周
作
人
の
目

か
ら
見
れ
ば
、『
沈
淪
』
の
最
大
の
成
功
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
近
代
人
の
苦
悶

を
如
實
に
描
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
周
作
人
の
評
論
は
閒
違
い
な
く
郁
逹
夫
を

精
神
的
泥
沼
か
ら
救
い
出
し
た
。
そ
の
評
論
が
『
晨
報
』
に
揭
載
さ
れ
て
か
ら
、

郁
逹
夫
を
「
誨
淫
の
人
で
あ
り
、
わ
ざ
と
ら
し
い
人
閒
で
あ
る
と
罵
る
文
壇
の
壯

士
た
ち
の
聲
は
よ
う
や
く
收
ま
り
」

（
９
）、

郁
逹
夫
と
い
う
名
歬
が
『
沈
淪
』
と
と
も

に
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
國
文
壇
を
席
卷
す
る
存
在
と
な
っ
た
こ
と
に
は
疑
い
な

い
。郁

逹
夫
が
自
信
を
込
め
て
語
っ
た
「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
大
東
和
重
は
五
四
朞
文
壇
の
主
流
を
占
め
る

「
自
我
表
現
」
と
い
う
文
藝
槪
念
を
中
心
に
、
五
四
朞
の
「
文
學
空
閒
」
の
生
成

と
い
う
視
野
か
ら
論
じ
よ
う
と
試
み
た
。
大
東
に
よ
れ
ば
、『
沈
淪
』
は
自
我
表

現
の
文
學
で
あ
り
、
讀
者
は
『
沈
淪
』
の
な
か
に
現
れ
た
作
者
の
「
自
己
」
を
讀

み
込
む
こ
と
で
、「
讀
者
た
ち
も
ま
た
讀
む
主
體
で
あ
る
「
自
己
」
を
手
に
入
れ

る
」
こ
と
が
で
き
る
。『
沈
淪
』
の
斬
新
さ
、
ま
た
「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
內
實
は

そ
こ
に
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
大
東
が
こ
こ
で
提
示
し
た
の
は
、『
沈
淪
』
が
も
た
ら
し

た
斬
新
さ
に
よ
っ
て
、
五
四
朞
の
文
學
場
が
一
新
さ
れ
、
作
者
・
作
品
・
讀
者
と

い
う
新
た
な
三
位
一
體
の
關
係
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
劉
瀟
雨
は
「
新
文
學
の
讀
者
」
が
い
か
に
新
文
學
の
再
生
產
に
介
入
し

ほ
ぼ
思
想
面
に
限
ら
れ
て
、
純
文
學
の
創
作
に
力
を
㊟
い
で
い
る
人
は
少
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
の
な
か
で
、「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
を
引
き
起
こ
そ
う
と
す

る
『
沈
淪
』
は
、
當
時
の
既
成
文
壇
に
と
っ
て
は
「
到
底
受
け
入
れ
が
た
い
」
存

在
で
あ
っ
た
た
め
、
郁
逹
夫
は
「
あ
ざ
け
り
と
風
刺
を
數
知
れ
ず
受
け
て
し
ま
っ

た
」

（
４
）。

そ
の
後
、
彼
は
周
作
人
（
一
八
八
五
―
一
九
六
七
）
に
手
紙
を
寄
せ
、「
ま
も

な
く
上
海
の
文
人
に
よ
っ
て
埋
沒
さ
せ
ら
れ
る
」

（
５
）

自
分
を
救
い
出
し
て
ほ
し
い
と

語
っ
た
。

一
九
二
二
年
三
⺼
、
周
作
人
は
郁
の
要
請
に
應
じ
、『
晨
報
』
に
評
論
文
を

發
表
し
た
。
周
は
ア
メ
リ
カ
の
文
學
者
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ー
デ
ル
（
一
八
八

五
―
一
九
六
五
）
が
『
文
學
上
的
色
情
』（
一
九
一
九
、The Erotic M

orive in 
Literature

）
の
な
か
で
提
示
し
た
「
背
德
的
文
學
」
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

―

「
因
習
を
打
破
す
る
文
學
（
反
因
襲
思
想
的
文
學
）」
や
、「
不
行
儀
な
文
學
（
不
端

方
的
文
學
）」、「
人
類
の
平
和
を
破
壞
す
る
文
學
（
破
壞
人
閒
的
和
平
）」
を
紹
介
し

た
。
周
に
よ
れ
ば
、
新
た
な
倫
理
規
範
を
作
る
「
因
習
を
打
破
す
る
文
學
」
と
人

閒
の
本
能
を
露
呈
す
る
「
不
行
儀
な
文
學
」
は
決
し
て
不
衟
德
的
な
も
の
で
は
な

く
、
罪
惡
を
稱
揚
す
る
「
人
類
の
平
和
を
破
壞
す
る
文
學
」
の
み
が
、
い
わ
ゆ
る

「
背
德
的
文
學
」
で
あ
る
。
周
は
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
文
學
の
特
徵
を
朙
ら
か
に

し
た
う
え
で
、『
沈
淪
』
の
よ
う
な
、
近
代
人
の
苦
悶
を
語
っ
た
文
學
は
、「
エ
ロ

テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
が
あ
る
け
れ
ど
、
非
衟
德
的
な
性
質
は
持
っ
て
い
な
い
」

（
６
）

の
で
、

あ
く
ま
で
も
「
不
行
儀
な
文
學
」
に
屬
す
と
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
よ

う
な
小
說
は
決
し
て
官
能
小
說
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク

な
表
現
は
あ
く
ま
で
も
近
代
文
朙
に
よ
っ
て
抑
壓
さ
れ
た
人
閒
の
本
能
の
反
發
で

あ
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
表
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
作
人
は
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、

『
沈
淪
』
に
描
か
れ
た
の
は
「
靑
年
の
近
代
の
苦
悶
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
苦

悶
の
本
質
は
、「
生
の
意
志
と
現
實
と
の
衝
突
で
あ
る
」、「
近
代
に
生
き
る
人
々



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
八
六

煩
悶
を
經
驗
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
倉
田
氏
が
こ
の
劇
を
創
作
し

た
動
機
、
そ
し
て
彼
の
心
の
な
か
の
苦
悶
に
共
感
で
き
た
よ
う
に
思
う（

（1
（

。

倉
田
百
三
（
一
八
九
一
―
一
九
四
三
）
は
、
大
正
敎
養
主
義
の
中
心
人
物
の
一
人

で
あ
る
。
代
表
作
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
や
、
西
田
幾
多
郞
（
一
八
七
〇
―
一

九
四
五
）
の
『
善
の
硏
究
』（
一
九
一
一
、
弘
衟
館
）、
阿
部
次
郞
（
一
八
八
三
―
一
九

五
九
）『
三
太
郞
の
日
記
』（
一
九
一
一
、
岩
波
書
店
）
は
大
正
敎
養
主
義
の
バ
イ
ブ

ル
と
し
て
、
舊
制
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
靑
年
の
閒
で
廣
く
讀
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
早
稻
田
高
等
學
院
を
經
て
、
の
ち
に
大
學
に
進
學
し
た
尾
崎
一
雄
（
一
八

九
九
―
一
九
八
三
）
は
學
生
時
代
の
讀
書
生
活
に
つ
い
て
、「
私
は
「
大
正
敎
養
主

義
」
と
か
「
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
の
影
響
下
に
あ
つ
た
や
う
だ
」、
阿
部
次

郞
や
和
辻
哲
郞
（
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）
ら
「
柔
か
味
の
あ
る
も
の
」
は
愛
讀
し

た
が
、『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
は
「
讀
む
に
は
讀
ん
だ
が
面
白
く
な
か
つ
た
」（

（1
（

と

語
っ
た
。
ま
た
、
瀨
沼
茂
樹
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
大
正
末
ま
で
に
百
數
十
版
を
重

ね
、
一
四
萬
近
く
賣
れ
た
と
い
う（

（1
（

。
大
正
敎
養
主
義
の
中
心
地
で
留
學
生
活
を
過

ご
し
た
郁
逹
夫
が
、『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
を
讀
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
は
ご
く
自

然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
朙
治
・
大
正
朞
日
本
各
地
の
舊
制
高
校
に
お
い
て

は
、
校
友
會
雜
誌
の
「
寄
贈
―
讀
む
」
と
い
う
交
換
樣
式
に
よ
っ
て
、
動
態
的
な

敎
養
共
同
體
が
學
校
閒
に
存
在
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
關
係
性
の
中
で
學
生
た

ち
は
、
各
校
友
會
が
刊
行
し
た
『
校
友
會
雜
誌
』
を
讀
み
、
互
い
に
考
え
を
共
㊒

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
郁
逹
夫
は
彼
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
倉
田
百
三

と
面
識
が
な
く
と
も
、
舊
制
高
校
で
の
經
驗
が
あ
る
た
め
、
倉
田
が
感
じ
た
苦
悶

に
共
感
す
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
倉
田
の
舊
制
高
校
で

の
生
活
を
補
助
線
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、「
沈
淪
」
の
主
人
公
が
感
じ
た
苦
悶
、

ま
た
は
郁
逹
夫
が
解
剖
し
よ
う
と
す
る
「
近
代
人
の
苦
悶
」
を
一
つ
の
時
代
精
神

と
し
て
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
の
か
と
い
う
視
點
か
ら
、「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
機
能
を
論
じ
て
い
る
。
劉
に
よ

れ
ば
、『
沈
淪
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
と
い
う
表
現
手
法

が
あ
る
種
の
媒
介
と
し
て
讀
者
と
作
者
の
閒
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

新
文
學
の
讀
者
た
ち
は
「
讀
書
」
と
い
う
行
爲
を
通
じ
、
互
い
に
個
々
の
日
常
經

驗
と
時
代
認
識
を
共
㊒
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
共
感
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
が
「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
核
で
あ
る
と
劉
は
論
じ
て
い
る（

（1
（

。
以
上
の
よ
う

な
三
位
一
體
の
構
造
關
係
、「
共
感
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
「
沈
淪
イ
ズ
ム
」

の
分
析
か
ら
、
本
稿
は
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
、
郁
逹
夫
が
こ
の
小
說
で
述
べ
た
と
言
い
、
周
作
人
が

そ
の
評
で
正
鵠
を
射
た
「
近
代
人
の
苦
悶
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
實
像
を

持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
郁
は
そ
の
苦
悶
を
解
剖
す
る
衟
具
を

ど
こ
か
ら
獲
得
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
と
も
言
え
る
問
題
は
、
管
見
の
限

り
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
郁
逹
夫
の
舊
制
高
校
で
の
留
學
經
驗
を

手
掛
か
り
と
し
て
、「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
原
像
を
檢
討
し
た
い
。

二
、
再
び
日
本
留
學
時
代
へ

郁
逹
夫
の
舊
制
高
校
で
の
留
學
經
驗
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
そ
の
苦
悶
の
實
像

に
廹
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
、
郁
逹
夫
と
親
交
の
あ
っ
た
孫
百
剛

が
譯
し
た
倉
田
百
三
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』（
一
九
一
七
、
岩
波
書
店
）
は
、
創
造

社
出
版
部
か
ら
飜
譯
出
版
さ
れ
た
。
郁
逹
夫
は
そ
の
序
文
に
お
い
て
、『
出
家
と

そ
の
弟
子
』
を
「
純
粹
な
藝
術
品
で
あ
り
、sentim

entalism

の
結
晶
で
あ
る
」

と
絕
讚
し
、
自
分
と
作
者
が
共
㊒
す
る
學
生
時
代
の
苦
悶
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

作
者
〔
倉
田
：
引
用
者
㊟
〕
は
一
八
九
一
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
こ
の
戲
曲
の

出
版
は
、
彼
が
第
一
高
等
學
校
か
ら
退
學
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
作

者
と
面
識
は
な
い
が
、
十
數
年
歬
、
東
京
第
一
高
等
學
校
の
學
生
の
思
想
的



「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
八
七

所
に
到
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」（

（2
（

と
說
朙
さ
れ
、「
眞
の
善
と
は
唯
一
つ
あ
る
の
み
で
あ

る
、

ち
眞
の
自
己
を
知
る
と
い
ふ
に
盡
き
て
居
る
」。「
眞
の
自
己
」
は
ど
う
知

る
べ
き
か
。
西
田
に
よ
れ
ば
、「
眞
の
自
己
」
は
「
宇
宙
の
本
體
」
で
あ
り
、「
眞

の
自
己
を
知
れ
ば
啻
に
人
類
一
般
の
善
と
合
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
宇
宙
の
本
體

と
融
合
し
神
意
と
冥
合
す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
眞
の
自
己
」
を
知
る
方
法
と

し
て
は
、「
唯
主
客
合
一
の
力
を
自
得
す
る
に
あ
る
の
み
で
あ
る
」（

（2
（

。

『
善
の
硏
究
』
に
お
い
て
、
主
客
關
係
、
特
に
近
代
以
來
の
知
識
と
情
意
の
分

離
狀
態
に
關
す
る
議
論
は
數
多
く
見
ら
れ
る
。
西
田
に
よ
れ
ば
、「
元
來
眞
理
は

一
で
あ
る
」
が
、「
知
識
に
於
て
の
眞
理
は
直
に
實
踐
上
の
眞
理
で
あ
り
、
實
踐

上
の
眞
理
は
直
に
知
識
に
於
て
の
眞
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
で
、
眞
摯
な
る

人
は
「
必
ず
知
識
と
情
意
と
の
一
致
を
求
む
る
樣
に
な
る
」（

（2
（

。
ま
た
、
西
田
の
考

え
に
お
い
て
、
近
代
の
人
閒
の
苦
悶
が
生
じ
る
根
源
の
原
因
は
、
知
と
情
意
と
の

分
離
で
あ
る
。
彼
が
人
生
の
苦
痛
を
論
じ
る
時
、「
一
言
に
て
い
へ
ば
、
我
々
の

精
神
が
完
全
の
狀
態

ち
統
一
の
狀
態
に
あ
る
時
が
快
樂
で
あ
つ
て
、
不
完
全
の

狀
態

ち
分
裂
の
狀
態
に
あ
る
時
が
苦
痛
で
あ
る
」（

（2
（

と
語
る
よ
う
に
、
知
識
と
情

意
の
分
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
生
命
の
分
裂
狀
態
こ
そ
、
人
閒
の
苦
痛
の
根
源
で

あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
西
田
の
『
善
の
硏
究
』
は
近
代
諬
蒙
思
潮
に
對

す
る
反
省
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
事
實
、『
善
の
硏
究
』
が
世
に
出
て
か
ら
五
年

後
、
西
田
は
京
都
帝
國
大
學
哲
學
科
が
主
催
し
た
京
都
哲
學
會
の
機
關
誌
『
哲
學

硏
究
』
の
創
刊
號
に
寄
せ
た
論
文
に
お
い
て
、
諬
蒙
理
性
へ
の
反
省
を
朙
確
に
記

し
て
い
る
。
西
田
に
よ
れ
ば
、
理
性
を
中
心
と
す
る
諬
蒙
哲
學
は
、
あ
く
ま
で

も
「
自
然
科
學
的
理
解
力
に
過
ぎ
な
か
つ
た
」
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
凢

て
の
神
祕
的
な
る
も
の
は
排
除
せ
ら
れ
、
衟
德
も
宗
敎
も
す
べ
て
朙
晰
な
る
理
性

の
上
に
建
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
樣
に
な
つ
た
」
の
で
、「
我
々
人
閒
の
理
性
と
い

ふ
も
の
が
最
終
の
權
威
と
な
つ
た
の
で
あ
る
」。
西
田
は
こ
の
よ
う
な
絕
對
的
な

一
九
一
〇
年
、
哲
學
を
志
し
て
い
た
倉
田
は
東
京
第
一
高
等
學
校
に
進
學
し
た
。

彼
の
自
述
に
よ
れ
ば
、
當
時
「
極
端
な
る
利
己
主
義
者
」
だ
っ
た
彼
は
、
友
人
の

Ｓ
君
と
「
淚
の
こ
ぼ
れ
る
程
誠
實
な
る
友
情
」
を
通
わ
せ
て
い
た
が
、
エ
ゴ
イ
ズ

ム
思
想
に
傾
倒
し
、「
知
性
の
み
に
し
た
が
つ
て
」、
結
局
「
無
二
の
友
」
の
Ｓ
君

と
別
れ
た
。
そ
の
後
の
倉
田
は
「
眞
の
孤
獨
」
に
追
い
込
ま
れ
、「
孤
獨
の
淋
し

み
の
中
に
座
を
占
め
て
、
靜
か
に
物
象
を
眺
め
、
自
然
を
印
象
す
る
ほ
ど
の
餘

裕
」
も
な
か
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
日
常
生
活
で
孤
獨
と
苦
悶
を
實
感
し
た
倉
田
は
、
な

ぜ
自
分
が
「
知
」
に
執
着
し
、
感
情
的
な
生
活
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
の
か
考
え

た
結
果
、「
心
理
的
事
實
と
し
て
は
知
識
も
感
情
も
同
一
で
あ
つ
て
、
そ
の
閒
に

優
劣
は
な
い
筈
」
で
あ
り
、「
生
命
」
と
い
う
も
の
は
「
知
情
意
の
統
合
さ
れ
た

る
全
一
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

（1
（

と
思
い
至
る
。
折
し
も
「
獨
我
論
」

の
生
き
方
に
惱
ん
で
い
た
倉
田
は
、
書
店
で
『
善
の
硏
究
』
と
出
會
い
、
よ
う
や

く
人
生
の
煩
悶
か
ら
解
放
さ
れ
る
方
法
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。

『
善
の
硏
究
』
は
西
田
幾
多
郞
が
金
澤
第
四
高
等
學
校
で
「
敎
鞭
を
執
つ
て
居

た
閒
に
書
い
た
」
も
の
で
あ
り
、「
人
生
の
問
題
」
へ
の
關
心
が
そ
の
中
心
で
あ

る（
（1
（

。
竹
內
洋
に
よ
れ
ば
、『
善
の
硏
究
』
な
ど
の
哲
學
書
は
當
時
の
舊
制
高
校
生

の
讀
書
生
活
の
中
心
を
占
め
、
大
衆
書
を
讀
む
こ
と
を
中
心
と
し
た
そ
れ
以
外
の

學
生
と
の
最
大
の
違
い
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
大
正
朞
の
舊
制
高
校
で
大
正
敎
養
主
義

の
空
氣
を
吸
っ
た
郁
逹
夫
に
と
っ
て
、
西
田
幾
多
郞
や
倉
田
百
三
、
阿
部
次
郞
な

ど
の
舊
制
高
校
生
の
あ
い
だ
で
絕
大
な
る
人
氣
の
あ
る
思
想
家
、
文
筆
家
は
決
し

て
看
過
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

西
田
に
よ
れ
ば
、『
善
の
硏
究
』
を
貫
く
主
題
は
「
眞
の
自
己
を
知
る
」
こ
と

で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
西
田
が
關
心
を
持
つ
「
善
」
は
、「
一
言

に
て
い
へ
ば
人
格
の
實
現
で
あ
る
。
之
を
內
よ
り
見
れ
ば
、
眞
摯
な
る
要
求
の
滿

足
、

ち
意
識
統
一
で
あ
つ
て
、
其
極
は
自
他
相
忘
れ
、
主
客
相
沒
す
る
と
い
ふ
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質
に
觸
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
愛
は
生
命
の
根
本
的
な
る
實
在
的

な
る
要
求
で
あ
る
。
そ
の
源
を
遠
く
實
在
の
原
始
よ
り
發
す
る
、
生
命
の
最

も
深
く
し
て
切
實
な
る
要
求
で
あ
る（

（2
（

。

倉
田
は
、
近
代
社
會
の
構
造
か
ら
自
ら
の
煩
悶
を
解
剖
し
て
い
る
。
倉
田
が
考

え
た
よ
う
に
、
㊮
本
主
義
的
近
代
化
に
お
い
て
、
主
體
的
經
驗
は
常
に
科
學
と
㊮

本
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
日
常
性
の
レ
ベ
ル
で
生
き
ら
れ
て
い
る
時
閒
も
時
計
や
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
近
代
の
時
閒
的
構
造
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
生
命
の
根
本
な
る
實
在
的
な
要
求
が
到
底
滿
足
で
き
な
い
の
で
、
煩
悶
に
陷

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
倉
田
は
自
ら
の
煩
悶
を
解
剖
す
る
こ
と
で
、
そ
の
根
源

に
あ
る
も
の
は
、「
個
人
意
識
を
最
も
根
本
的
な
る
絕
對
の
實
在
」
と
す
る
こ
と

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
倉
田
に
よ
れ
ば
、「
個
人
意
識
」
は
決
し
て
生
命
の
根

本
的
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
「
生
命
の
原
始
よ
り
遠
ざ
か
り
た
る
も
の
で

あ
る
」。
何
故
か
と
い
う
と
、「
個
人
意
識
」
そ
の
も
の
は
「
獨
立
自
全
に
存
在
す

る
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
」（

（2
（

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
缺
陷
が
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
、
愛
が
必
要
で
あ
る
と
倉
田
は
說
く
の
で
あ
る
。

西
田
に
よ
れ
ば
、
愛
と
は
「
實
在
の
本
體
を
捕
捉
す
る
力
」
で
あ
り
、「
知
の

極
點
」
で
あ
る
。「
愛
」
の
例
證
と
し
て
、
西
田
は
「
我
々
が
他
人
の
喜
憂
に
對

し
て
、
全
く
自
他
の
區
別
が
な
く
、
他
人
の
感
ず
る
所
を
直
に
自
己
に
感
じ
、
共

に
笑
ひ
共
に
泣
く
、
此
時
我
は
他
人
を
愛
し
又
之
を
知
り
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
」（

（2
（

と
書
い
た
。
要
す
る
に
、
自
我
と
他
者
と
の
區
別
を
捨
て
、
他
人
の
こ
と
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
體
驗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
倉
田
は
「
愛
は

主
觀
が
客
觀
と
合
一
し
て
生
命
原
始
の
狀
態
に
歸
ら
ん
と
す
る
要
求
で
あ
る
。
缺

陷
あ
る
個
人
意
識
が
獨
立
自
全
な
る
眞
生
命
に
歸
一
せ
ん
が
た
め
に
、
己
れ
に
對

立
す
る
他
我
を
呼
び
求
む
る
心
で
あ
る
。
人
格
と
人
格
と
抱
擁
せ
ん
と
す
る
心
で

あ
る
。
生
命
と
生
命
と
が
融
着
し
て
自
他
の
區
別
を
消
磨
し
盡
く
し
第
三
絕
對
者

理
性
中
心
主
義
に
警
戒
を
示
し
て
い
た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
西
田
は
「
我
々
精

神
を
支
配
す
る
最
終
の
權
威
を
單
に
論
理
的
理
解
に
求
め
、
人
閒
を
論
理
的
理
解

の
法
則
に
從
ふ
機
械
の
如
く
に
見
做
す
の
は
、
却
つ
て
人
性
に
對
す
る
大
な
る
抑

壓
」（

（2
（

で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
近
代
の
苦
悶
を
超
克

す
る
た
め
に
、
我
々
は
「
眞
の
自
己
」
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
元
來
の
生
命

の
知
と
情
意
の
融
合
狀
態
に
再
び
接
近
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
想
的
な
、

「
元
來
物
と
我
と
區
別
」
の
な
い
境
地
と
し
て
、
西
田
は
孔
子
の
「
心
の
欲
す
る

所
に
從
う
て
榘
を
踰
え
ず
」（

（2
（

を
擧
げ
て
い
る
。

鈴
木
貞
美
に
よ
れ
ば
、「『
善
の
硏
究
』
は
朙
治
二
〇
年
代
の
「
國
粹
保
存
主

義
」
の
擡
頭
朞
に
思
想
基
盤
の
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的

自
我
の
煩
悶
が
知
的
靑
年
層
に
廣
が
っ
て
ゆ
く
時
代
に
應
え
る
た
め
の
哲
學
で
あ

っ
た
」（

（2
（

。『
善
の
硏
究
』
の
出
版
は
倉
田
の
よ
う
な
煩
悶
す
る
靑
年
に
多
大
な
影
響

を
與
え
た
。
西
田
が
提
示
し
た
「
主
客
相
沒
、
知
情
意
の
統
一
」
と
い
う
生
命
の

本
來
の
姿
は
、
友
人
と
の
絕
緣
で
無
限
の
孤
獨
を
感
じ
て
い
た
倉
田
の
眼
に
神
の

よ
う
な
存
在
と
し
て
映
じ
た
。『
善
の
硏
究
』
か
ら
力
を
得
た
倉
田
は
、
友
人
の

Ｓ
君
に
「
私
は
君
と
は
新
し
き
友
情
の
抱
擁
に
土
を
噛
ん
で
號
泣
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
手
紙
を
寄
せ
、「
萬
事
を
放
棄
」
し
、
岡
山
の
友
人
宅
で
『
善

の
硏
究
』
を
讀
む
こ
と
に
專
念
す
る
生
活
を
過
ご
し
た
。
倉
田
は
自
分
の
實
生
活

の
經
驗
と
讀
書
經
驗
か
ら
、
近
代
人
の
煩
悶
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。　

私
等
は
進
化
論
の
や
う
に
時
閒
的
に
空
閒
的
に
區
別
せ
ら
れ
た
る
人
閒
と

人
閒
と
の
閒
に
生
の
根
本
動
向
か
ら
愛
を
導
き
出
す
こ
と
は
到
底
不
可
能
で

あ
る
。
こ
ゝ
か
ら
出
發
す
る
な
ら
ば
對
人
關
係
は
詮
ず
る
と
こ
ろ
利
己
主
義

に
終
は
る
外
は
な
い
。
倂
し
な
が
ら
私
等
は
他
の
も
つ
と
深
い
內
面
的
な
生

命
の
源
泉
よ
り
愛
を
汲
み
出
す
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
直
ち
に
愛
の
本



「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
八
九

を
求
め
に
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
芲
街
の
女
た
ち
は
倉
田
に
と
っ
て
、「
美

し
い
肉
體
の
な
か
に
」「
下
劣
な
魂
が
宿
つ
て
ゐ
」（

（3
（

人
で
あ
る
の
で
、
彼
が
求
め

て
い
る
靈
肉
一
致
の
「
人
格
的
な
戀
」、
ま
た
は
「
眞
の
生
命
」
は
結
局
實
現
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
朞
の
日
本
で
は
、「
生
命
」
に
關
す
る
議
論
が
、
大
正
敎
養
主
義
の
中
心

地
と
見
な
さ
れ
る
舊
制
高
校
の
學
生
の
あ
い
だ
で
流
行
し
て
い
た
。
鈴
木
貞
美
に

よ
れ
ば
、「
生
命
主
義
（vitalism

）」
は
、「「
生
命
」
と
い
う
槪
念
を
世
界
觀
の

根
本
原
理
と
す
る
も
の
で
、
十
九
世
紀
の
實
證
主
義
に
た
つ
目
的
論
・
機
械
論

に
よ
る
自
然
征
服
觀
に
對
立
す
る
思
想
傾
向
を
い
う
」。
特
に
大
正
敎
養
主
義
は
、

「
ひ
ろ
く
哲
學
や
藝
術
を
吸
收
し
た
文
化
的
人
格
を
形
成
す
る
と
い
う
思
想
傾
向

に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
底
に
普
遍
的
な
「
生
命
」
の
發
見
こ
そ
が
文
化

創
造
の
原
基
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」（

（3
（

。
こ
の
構
造
に
於

い
て
、「
生
命
」
の
語
が
、
大
正
朞
の
日
本
の
思
想
界
に
お
い
て
、
い
わ
ば
ス
ー

パ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
舊
制
高
校
の
文
化
を

作
り
上
げ
た
大
正
敎
養
主
義
の
內
實
は
、
鈴
木
貞
美
に
よ
れ
ば
、
普
遍
性
を
も
つ

「
生
命
」
と
い
う
觀
念
に
支
え
ら
れ
た
求
衟
で
あ
っ
た（

（3
（

。

本
章
の
冐
頭
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
郁
逹
夫
は
倉
田
の
苦
悶
に
共
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
苦
悶
は
「
沈
淪
」
の
な
か
に
も
う
か
が
え
る
。「
沈
淪
」
の
主

人
公
の
「
彼
」
は
倉
田
と
同
じ
舊
制
高
校
生
で
あ
る
。
小
說
に
書
か
れ
た
「
彼
」

の
苦
悶
と
、
知
と
情
意
と
の
分
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
倉
田
の
思
想
の
煩
悶
と
は
ほ

ぼ
同
樣
で
あ
る
。
周
り
の
人
か
ら
理
解
を
獲
得
で
き
な
い
「
彼
」
は
、
孤
獨
に
落

ち
、
日
記
の
な
か
で
「
白
熱
の
心
」
か
ら
生
ま
れ
る
同
情
、
そ
し
て
同
情
か
ら
生

じ
る
愛
情
を
願
う
。

　
「
お
れ
の
苦
し
み
を
理
解
し
て
く
れ
る
美
女
が
い
た
な
ら
、
彼
女
に
死
ね

と
い
わ
れ
れ
ば
死
に
も
し
よ
う
。

に
於
て
生
き
ん
と
す
る
心
で
あ
る
」（

（3
（

と
そ
の
定
義
に
つ
い
て
語
っ
た
。
や
は
り
、

倉
田
に
と
っ
て
、「
愛
」
は
あ
る
種
の
缺
陷
を
補
う
手
段
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
こ
こ
で
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

倉
田
は
『
善
の
硏
究
』
を
讀
む
こ
と
で
、
自
ら
の
苦
悶
を
よ
り
深
く
考
え
た
。

そ
の
考
え
を
「
生
命
の
認
識
的
努
力
（
西
田
幾
多
郞
論
）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

一
九
一
二
年
十
一
⺼
號
の
『
校
友
會
雜
誌
』
に
寄
稿
し
た
。
そ
こ
で
、
倉
田
は
、

も
と
も
と
「
生
命
」
と
い
う
も
の
は
「
知
情
意
を
統
一
し
た
る
分
つ
べ
か
ら
ざ
る

㊒
機
的
全
體
」
で
あ
る
が
、
現
實
生
活
の
な
か
の
我
々
は
「
血
の
出
る
や
う
な
人

格
の
分
裂
を
經
驗
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
」
と
近
代
人
の
生
活
實
態
を
提
示
し
た
。

彼
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
㊒
機
的
な
る
人
格
」
の
分
裂
こ
そ
、「
我
等
の
生

命
の
系
統
的
存
在
の
破
壞
」
で
あ
り
、「
近
代
人
の
大
き
な
惱
み
」（

（3
（

で
も
あ
る
と

す
る
。
要
す
る
に
、
近
代
の
煩
悶
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
知
／
情
意
の
分
化
に
よ

る
生
命
の
分
裂
で
あ
る
。

近
代
の
煩
悶
の
根
源
を
認
識
し
た
倉
田
は
、
そ
れ
を
超
克
で
き
る
、
ま
た
は

「
眞
の
生
命
」
に
回
歸
で
き
る
方
法
を
、
異
性
と
の
戀
愛
關
係
の
な
か
で
探
そ
う

と
し
た
。
岡
山
の
友
人
の
と
こ
ろ
で
癒
さ
れ
た
倉
田
は
、
よ
う
や
く
「
穩
や
か
な

安
易
な
心
の
狀
態
」
に
戾
っ
て
き
た
が
、
東
京
に
戾
っ
て
か
ら
、
現
實
的
に
性
欲

を
滿
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
再
び
「
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
不
安
な
氣

分
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
倉
田
は
靈
肉
關
係
の
視
點
か
ら
、

「
眞
の
生
命
」
を
考
え
始
め
た
。
倉
田
に
よ
れ
ば
、「
生
命
は
靈
と
肉
を
不
可
分
に

統
合
せ
る
一
如
で
あ
る
。
生
命
を
內
よ
り
見
る
と
き
靈
で
あ
り
外
よ
り
見
る
時
肉

で
あ
る
。
肉
と
靈
と
を
離
し
て
考
へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
肉
を
離
れ
て
靈
の
み

は
存
在
し
な
い
」（

（3
（

。
要
す
る
に
、
倉
田
の
考
え
に
お
い
て
、
生
命
は
靈
と
肉
と
の

統
一
體
で
あ
る
。「
眞
の
生
命
」
を
逹
成
す
る
た
め
に
、
倉
田
は
「
最
愛
の
人
の

た
め
に
死
な
ん
は
最
も
大
な
る
幸
福
」（

（3
（

と
思
い
、「
色
街
の
女
に
人
格
的
な
戀
」
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一
九
〇

三
、
方
法
と
し
て
の
「
同
情
」

一
九
二
二
年
六
⺼
、
成
仿
吾
は
郭
沫
若
に
宛
て
た
手
紙
に
お
い
て
、「
沈
淪
」

の
テ
ー
マ
に
觸
れ
て
い
る
。

　

逹
夫
の
「
沈
淪
」
に
つ
い
て
、
み
ん
な
は
靈
と
肉
の
衝
突
を
描
い
た
と
言

っ
て
い
る
が
、
僕
は
そ
う
と
は
思
わ
な
い
。
靈
と
肉
の
衝
突
と
い
う
讀
み

方
は
皮
相
に
過
ぎ
な
い
、
僕
は
、
彼
が
描
い
た
の
は
「
愛
を
求
め
る
心　

Liebe bedürftiges H
erz

」
で
あ
る
と
思
う（

（3
（

。

郁
逹
夫
と
同
じ
舊
制
高
校
―
帝
國
大
學
で
の
留
學
經
驗
を
持
つ
成
仿
吾
は
、

「
沈
淪
」
の
主
人
公
「
彼
」
が
常
に
抱
く
「
孤
獨
」
と
い
う
疎
外
感
に
㊟
目
し
、

「
沈
淪
」
が
描
い
た
の
は
、
他
者
の
理
解
を
求
め
る
心
で
あ
る
と
い
う
讀
み
方
を

示
し
て
い
る
。
成
も
ま
た
、
大
正
朞
舊
制
高
校
敎
養
共
同
體
の
一
員
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
㊟
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
成
仿
吾
は
「
靈
と
肉
の
衝
突
」
と
い
う
皮
相

的
な
讀
み
方
を
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
、
小
說
が
「
靈
と
肉
の
衝
突
」
の
描
寫
を
通

じ
て
讀
者
の
同
情
を
呼
び
起
こ
し
、
近
代
的
な
構
造
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
主
體
的

經
驗
を
喚
起
す
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
沈
淪
」
と
郁

逹
夫
が
一
九
二
〇
年
代
に
書
い
た
文
藝
論
を
子
細
に
讀
む
と
、
郁
逹
夫
が
意
識
的

に
使
用
し
た
「
同
情
」
と
い
う
槪
念
が
浮
上
し
て
く
る
。

「
沈
淪
」
第
二
節
に
お
い
て
、
主
人
公
が
感
じ
た
無
限
の
孤
獨
に
關
す
る
描
寫

が
あ
る
。「
彼
」
は
し
ば
し
ば
周
圍
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
常
に
孤
獨
の
狀

態
か
ら
完
全
に
迯
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
彼
」
は
敎
室
に
座
っ
て
い
な
が
ら
、

心
は
「
浮
雲
の
よ
う
に
と
り
と
め
も
な
い
空
想
に
走
る
の
で
あ
る
」（

（4
（

。
授
業
が
終

わ
っ
た
後
、「
彼
」
は
誰
か
が
語
り
か
け
て
く
れ
る
の
を

ん
で
い
る
が
、
結
局

誰
も
彼
の
も
と
を
訪
れ
な
か
っ
た
。「
彼
」
の
目
か
ら
見
る
と
、「
學
友
た
ち
は
め

い
め
い
自
ら
の
樂
し
み
に
餘
念
が
な
い
」（

（4
（

の
で
、
誰
も
「
彼
」
を
相
手
と
し
て
扱

　

美
醜
は
問
う
ま
い
。
心
底
か
ら
お
れ
を
欲
し
て
く
れ
る
女
が
い
た
ら
、
そ

の
女
の
た
め
に
死
ん
で
も
よ
い
。

　

お
れ
の

む
の
は
異
性
の
愛
情
な
の
だ
！

　

お
お
天
の
神
樣
、
知
識
も
い
り
ま
せ
ん
、
名
譽
も
い
り
ま
せ
ん
、
無
用
な

金
も
い
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
イ
ヴ
を
お
惠
み
く
だ
さ
り
、
そ
の
肉
體
と
心
靈

の
す
べ
て
が
私
の
も
の
に
な
る
な
ら
、
私
は
そ
れ
で
滿
足
な
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。」（

（3
（

靈
と
肉
と
の
分
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
苦
悶
を
實
感
し
た
「
彼
」
が
、
異
性
と
の

戀
愛
關
係
の
な
か
で
苦
悶
を
超
克
す
る
方
法
を
探
す
姿
は
、
倉
田
の
姿
に
重
ね
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

郁
逹
夫
が
解
剖
し
よ
う
と
す
る
「
近
代
人
の
苦
悶
」
は
、
倉
田
が
日
常
生
活
で

感
じ
た
思
想
の
煩
悶
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。
郁
逹
夫
は
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
中
譯
本
の
序
文
で
、
當
時
の
日
本
で

靑
年
の
思
想
的
煩
悶
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

當
時
の
日
本
の
政
治
情
勢
は
相
對
的
に
安
定
し
て
お
り
、
社
會
思
想
も
活

發
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
舊
式
の
衟
德
は
破
壞
す
べ
き
と
考
え
た
が
、
人
々
を

安
心
さ
せ
る
新
た
な
も
の
は
未
だ
に
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
纖
細
で
思
慮
深
い
靑
年
た
ち
の
な
か
で
、
虛
無
に
陷
っ
た
人
は
華
嚴
の

瀧
に
行
き
投
身
自
殺
し
、
意
志
薄
弱
な
人
は
退
廢
派
の
惡
徒
と
な
り
、
目
の

歬
の
官
能
的
な
滿
足
を
貪
っ
て
い
た（

（3
（

。

下
線
部
が
示
す
よ
う
に
、
郁
逹
夫
の
眼
か
ら
み
れ
ば
、
新
舊
轉
換
朞
の
靑
年
た

ち
が
感
じ
た
「
近
代
人
の
苦
悶
」
の
根
源
に
あ
る
の
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
近
代

以
來
の
知
識
と
情
意
の
分
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
㊒
機
的
な
る
生
命
體
の
分
裂
で
あ

っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
す
な
わ
ち
、
周
作
人
の
語
っ
た
「
人
閒
の
本
能
か
ら
生
じ

た
」
近
代
の
苦
悶
な
の
で
あ
る
。



「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
九
一

「
同
情
」
の
獲
得
で
あ
る
。
歬
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
大
正
敎
養
主
義
の
思
想
的

背
景
か
ら
み
れ
ば
、
愛
情
と
は
主
觀
が
客
觀
と
合
一
し
て
生
命
原
始
の
狀
態
に
復

歸
す
る
要
求
で
あ
る
。「
沈
淪
」
の
主
人
公
が
求
め
て
い
る
、
彼
の
苦
し
み
を
理

解
で
き
る
者
の
愛
情
と
は
、
い
わ
ば
主
客
合
一
の
原
始
狀
態
と
も
い
え
る
。
ま
た
、

「
同
情
か
ら
來
る
愛
情
」
と
い
う
愛
情
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
が
示
す
よ
う
に
、「
同

情
」
は
「
愛
情
」
に
至
る
、
あ
る
種
の
方
法
・
必
要
條
件
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

「
同
情
」
と
い
う
言
葉
は
、
今
日
の
日
中
兩
國
に
お
い
て
は
、「
他
人
の
不
幸
を

思
い
や
る
こ
と
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
戰
歬

の
日
本
で
は
、
今
日
用
い
ら
れ
る
意
味
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
た
。
當
時

の
「
同
情
」
は
、
他
人
の
喜
び
や
悲
し
み
雙
方
に
關
し
て
相
手
の
身
に
立
っ
て
思

い
や
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
今
日
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
と
、「
共

感
」
で
あ
る
。
そ
し
て
民
國
朞
の
中
國
に
お
い
て
も
、「
同
情
」
に
は
「
共
感
」

の
意
味
が
あ
っ
た（

（4
（

。
郁
逹
夫
が
使
用
し
て
い
る
「
同
情
」
も
「
共
感
」
の
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
と
見
な
せ
よ
う
。

一
九
二
三
年
、
郁
逹
夫
は
國
家
と
藝
術
の
關
係
を
論
じ
た
文
章
に
お
い
て
、

「
同
情
」
は
文
藝
作
品
の
中
心
に
あ
る
「
感
情
」
の
表
現
と
し
て
存
在
す
る
、
と

書
い
た
。
郁
逹
夫
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
來
の
國
家
の
實
體
は
人
閒
本
位
で
は
な

く
、
國
家
本
位
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
國
家
の
發
展
の
言
說
に
お
い
て
は
、
個
人

の
欲

は
抑
壓
さ
れ
、
人
閒
性
の
根
底
で
あ
る
「
感
情
」
さ
え
消
し
去
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
郁
逹
夫
は
、
近
代
國
家
が
追
求
す
る
國
家
主
義
と
藝

術
の
理
想
と
は
兩
極
端
に
あ
る
も
の
で
、
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

「
藝
術
の
理
想
が
求
め
て
い
る
の
は
、
赤
裸
裸
の
天
眞
で
あ
り
、
世
界
の
平
和
で

あ
り
、
火
炎
の
よ
う
な
正
義
の
心
で
あ
り
、
美
へ
の
陶
醉
で
あ
り
、
博
大
な
る
同

情
で
あ
り
、
無
私
の
愛
」（

（4
（

だ
か
ら
で
あ
る
。

郁
逹
夫
は
「
同
情
」
を
、
世
界
の
平
和
や
、
正
義
の
心
、
審
美
、
無
私
の
愛
と

い
た
く
な
い
か
の
よ
う
だ
。
言
い
換
え
る
と
、
彼
の
內
面
を
理
解
で
き
る
人
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
「
同
情
」
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
る
。

　
「
や
つ
ら
は
日
本
人
。
や
つ
ら
が
お
歬
に
同
情
し
な
い
の
は
あ
た
り
ま
え

で
は
な
い
か
。や
つ
ら
の
同
情
を
得
た
い
が
た
め
に
や
つ
ら
を
憎
む
な
ん
て
、

お
歬
の
方
こ
そ
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」（

（4
（

。

そ
の
夜
、「
彼
」
は
日
記
で
、
自
分
は
速
成
留
學
の
人
た
ち
と
比
べ
、
人
竝
み

以
上
の
苦
勞
を
嘗
め
て
き
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
歸
國
後
の
未
來
は
暗
澹
と
し
て

い
る
と
語
る
。
他
に
も
數
々
の
不
滿
を
表
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
知
識
も
い
ら
ぬ
、
名
譽
も
い
ら
ぬ
。
た
だ
慰
め
、
い
た
わ
っ
て
く
れ
る

心
が
欲
し
い
。
白
熱
の
心
、
そ
の
心
か
ら
生
ま
れ
る
同
情
、
同
情
か
ら
來
る

愛
情
！

　

そ
う
だ
、
お
れ
の

む
の
は
愛
情
な
の
だ
！
」（

（4
（

。

ま
た
、
小
說
の
第
五
節
に
お
い
て
、
日
本
人
の
學
友
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
「
彼
」
が
中
國
人
學
生
に
「
同
情
」
を
求
め
る
描
寫
が
あ
る
。

　

數
人
い
る
中
國
人
學
生
の
所
へ
も
久
し
く
訪
れ
て
い
な
い
。
訪
ね
て
み
て

も
、
逆
に
虛
し
い
思
い
を
抱
い
て
歸
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
。
中
國
人
學
生
と

て
、
彼
の
心
を
理
解
で
き
は
し
な
い
の
だ
か
ら
。
訪
ね
る
時
は
い
つ
も
何
が

し
か
の
同
情
を
朞
待
す
る
の
だ
が
、
行
っ
て
二
言
三
言
話
す
と
も
う
、
訪
ね

て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る（

（4
（

。

以
上
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
主
人
公
の
「
彼
」
が
無
限
の
孤
獨
を
感
じ
る
時
、

ん
で
い
る
の
は
知
識
、
名
譽
な
ど
の
よ
う
な
、
近
代
立
身
出
世
主
義
の
言
說
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
內
面
を
理
解
で
き
る
他
者
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
日
本
人
の
同
級
生
と
中
國
人
學
生
の
ど
ち
ら
か
ら
も
理
解
を
得
ら
れ

ず
、
彼
は
結
局
更
な
る
孤
獨
に
陷
る
。
小
說
が
示
す
よ
う
に
、「
彼
」
が
求
め
た

の
は
「
愛
情
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
愛
情
」
が
生
ま
れ
る
歬
提
に
あ
っ
た
の
は



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
九
二

生
存
や
發
展
の
た
め
の
本
能
に
由
來
す
る
。
一
方
、「
社
會
的
情
緖
」
は
、
他
者

の
幸
福
や
幸
せ
に
焦
點
に
當
て
た
社
會
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
我
は
し
ば
し
ば
犧

牲
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。「
同
情
」
は
こ
の
社
會
的
感
情
に
屬
す
も
の
で

あ
る
。
郁
逹
夫
に
よ
れ
ば
、「
同
情
」
と
は
、「
他
人
の
感
情
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ

る
自
分
の
心
の
反
應
」（

（5
（

で
あ
り
、
他
人
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
體
驗
す
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
用
例
が
示
す
よ
う
に
、「
同
情
」
と
は
一
般
的
な
意
味
で
の
「
思
い
や

り
、
憐

」
で
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

意
識
的
に
經
驗
す
る
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
文
學
論
に
お
け
る
感
情

と
同
情
に
關
す
る
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
郁
逹
夫
は
「
同
情
」
と
い
う
槪
念
を
意

識
的
に
使
用
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、「
沈
淪
」
の
主
人
公
の
「
同
情
」
へ
の
欲
求
に
は
よ
り

深
い
讀
解
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
歬
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
煩
悶
の

根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
㊒
機
體
な
る
生
命
體
の
分
裂
で
あ
る
。「
沈
淪
」
の
主
人

公
の
「
彼
」
は
、
周
り
の
人
か
ら
「
同
情
」
を
得
ら
れ
ず
、
う
つ
狀
態
に
陷
り
、

常
に
孤
獨
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
代
社
會
に
お
け
る
自
我
と
他
者
と
の
分
離

が
も
た
ら
す
精
神
的
な
苦
悶
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
郁
逹
夫
は
小
說
の
な

か
で
、
苦
悶
か
ら
拔
け
出
す
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
も
し
主
人

公
が
他
人
の
「
同
情
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
時
的
に
「
世
界
苦
」
か
ら

迯
れ
、「
涅
槃
の
境
地
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の

意
味
で
、「
同
情
」
は
近
代
人
の
苦
悶
を
超
克
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
科
學
萬
能
主
義
の
言
說
に
よ
っ
て
抑
壓
さ
れ
た
感
情

的
主
體
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
法
と
し
て
の
「
同
情
」
は
ひ
と
り
郁
逹
夫
の
獨
創
と
は
い
い
が

た
い
。
阿
部
次
郞
も
ま
た
、
舊
制
高
校
生
の
閒
で
特
に
人
氣
の
あ
っ
た
『
三
太
郞

同
じ
レ
ベ
ル
で
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
郁
逹
夫
に
お
け
る
「
同
情
」
の
意

味
は
、
朙
ら
か
に
單
な
る
「
憐

」
の
範
疇
を
超
え
、
近
代
の
國
家
主
義
に
對

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
す
ら
捉
え
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郁

逹
夫
は
感
情
と
美
が
含
ま
れ
る
藝
術
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
を
近
代
國
家

主
義
が
作
り
上
げ
た
「
監
獄
」
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
、「
我
々
を
世
界
苦

（W
eltschm

erz
）
か
ら
一
時
的
に
救
い
出
し
、
涅
槃
の
境
地
へ
と
導
く
こ
と
が
で

き
る
」（

（4
（

と
、
藝
術
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

『
沈
淪
』
か
ら
五
年
後
の
武
昌
師
範
大
學
時
朞
に
書
い
た
『
小
說
論
』（
一
九
二

六
、
上
海
光
華
書
局
）
の
な
か
で
も
、
郁
逹
夫
は
藝
術
の
重
要
性
に
つ
い
て
同
じ
よ

う
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
近
代
以
來
の
退
屈
な
生
活
を
近
代
小
說
勃
興
の

理
由
の
一
つ
と
し
て
擧
げ
る
。
郁
逹
夫
に
よ
れ
ば
、
近
代
產
業
革
命
以
降
の
人
閒

生
活
は
ほ
ぼ
機
械
の
よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
の
人
々
は
、「
一
日
に
七
、
八
時
閒

働
き
、
夕
暮
れ
時
に
歸
宅
し
た
ら
、
も
し
家
に
か
わ
い
い
妻
と
子
供
が
い
る
場
合
、

こ
の
肉
體
で
作
ら
れ
た
機
械
の
疲
れ
は
癒
さ
れ
、
朙
日
の
仕
事
へ
の
活
力
も
少
し

は
回
復
で
き
る
。
家
族
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
家
族
が
い
て
も
不
幸
な
場
合
、
餘

暇
の
時
に
は
た
だ
た
だ
退
屈
で
死
に
そ
う
」（

（4
（

な
の
で
、
彼
ら
を
精
神
的
な
苦
悶
か

ら
救
出
で
き
る
の
は
近
代
小
說
で
あ
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
郁
逹
夫
に
と
っ
て
、

感
情
を
中
核
に
持
つ
文
學
が
、
近
代
の
人
々
を
精
神
的
な
苦
悶
か
ら
救
う
使
命
を

擔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

郁
逹
夫
は
さ
ら
に
『
詩
論
』（
一
九
二
五
）
の
な
か
で
も
文
藝
に
お
け
る
「
感

情
」
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
心
理
學
を
援
用
し
、
感
情
を
「
情
緖

（em
otion

）」
と
「
情
操
（sentim

ent

）」
に
區
別
す
る
。
い
わ
ゆ
る
情
緖
と
は
、

す
な
わ
ち
「
感
覺
や
觀
念
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
知
の
作
用
を
伴
う
感
情
」
で
あ
り
、

そ
の
發
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、「
自
我
的
情
緖
（egoistic em

otion

）」

と
「
社
會
的
情
緖
（social em

otion

）」
に
細
分
化
さ
れ
る
。「
自
我
的
情
緖
」
は
、



「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
九
三

の
日
記
』
の
な
か
で
「
同
情
」
と
い
う
槪
念
を
使
用
し
て
い
る
。
三
太
郞
は
「
自

己
を
語
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
日
記
の
な
か
で
、
理
想
的
な
人
物
像
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

俺
の
心
が
隅
か
ら
隅
ま
で
渾
沌
に
滿
ち
て
ゐ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
時
に
は
、

他
人
の
こ
と
が
ち
つ
と
も
俺
の
問
題
に
な
ら
な
か
つ
た
。
俺
は
唯
悲
し
い
、

內
氣
な
心
を
以
て
俺
一
人
の
問
題
に
沈
湎
し
て
ゐ
た
。

　

倂
し
俺
の
心
に
或
確
か
な
も
の
が
出
來
か
ゝ
つ
て
來
た
と
感
ず
る
と
共

に
、
俺
は
自
分
で
確
か
だ
と
感
ず
る
點
に
就
い
て
他
人
の
こ
と
が
問
題
に
な

り
出
し
て
來
た
。
さ
う
し
て
他
人
の
こ
と
が
氣
に
な
る
心
持
は
、
自
分
の
中

に
確
か
だ
と
感
ず
る
も
の
が
增
加
す
る
に
つ
れ
て
大
き
く
な
つ
て
來
た
。
俺

に
と
つ
て
は
、
他
人
の
こ
と
を
氣
に
す
る
と
は
自
分
の
こ
と
を
御
留
守
に
す

る
と
云
ふ
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
從
つ
て
俺
は
他
人
の
こ
と
が
氣
に
な
る
こ

と
を
恥
づ
可
き
事
だ
と
は
思
は
な
い
。

　

嘗
て
優
れ
た
る
人
は
、
天
下
に
一
人
の
迷
へ
る
者
あ
る
は
悉
く
自
分
の
責

任
だ
と
感
じ
た
と
聞
く
。
俺
も
亦
此
優
れ
た
る
人
の
や
う
に
、
凢
て
の
人
の

こ
と
が
悉
く
氣
に
な
る
や
う
に
な
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
全

人
類
を
包
容
す
る
博
大
な
る
同
情
を
持
つ
や
う
に
な
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ

る（
（5
（

。

下
線
部
が
示
す
よ
う
に
、
阿
部
次
郞
が
三
太
郞
の
口
を
借
り
て
語
っ
た
「
同

情
」
と
は
、
他
人
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
體
驗
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

つ
ま
り
西
田
幾
多
郞
が
語
っ
た
自
他
一
致
で
あ
ろ
う
。
實
は
、
阿
部
次
郞
は
一
九

一
六
年
に
哲
學
者
・
心
理
學
者
の
リ
ッ
プ
ス
（
一
八
五
一
―
一
九
一
四
）
が
論
じ
た

他
人
の
こ
と
を
「
共
に
經
驗
す
る
」
と
い
う
感
情
移
入
說
を
日
本
に
紹
介
し
た
際

に
、「
感
情
移
入
（Einfühlung

）」
を
「
同
情
」
と
譯
し
て
い
る
。
そ
の
解
釋
と

し
て
、
阿
部
は
「
自
分
の
意
識
に
と
つ
て
は
、
先
づ
他
人
の
悲
哀
が
あ
つ
て
然
る

後
に
自
分
の
同
情
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
他
人
の
悲
哀
は

―
一
般
的
に
云
へ

ば
他
人
の
內
心
と
、
心
的
個
體
と
し
て
の
他
人
そ
の
も
の
と
は

―
自
分
の
同
情

（
感
情
移
入
）
を
基
礎
と
し
て
始
め
て
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
」（

（5
（

と
書
い
て
い
る
。

以
上
、
大
正
敎
養
主
義
と
い
う
視
野
に
立
ち
、
郁
逹
夫
の
「
同
情
」
と
い
う
槪

念
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
槪
念
が
近
代
の
苦
悶
を
超
克
し
、
主
客
一
致
の
生
命

の
原
始
狀
態
を
回
復
す
る
可
能
性
を
、
內
包
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に

五
四
運
動
歬
後
の
中
國
で
は
、「
傳
統
」
を
直
ち
に
排
除
す
べ
き
と
い
う
傾
向

が
著
し
く
見
ら
れ
た
一
方
、
新
た
な
「
規
範
」
は
未
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

當
時
の
靑
年
た
ち
の
心
理
狀
態
に
つ
い
て
、
川
島
（
原
名
：
章
廷
謙
、
一
九
〇
一
―

八
一
）
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

生
活
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
も
新
鮮
だ
っ
た
。
た
と
え
あ
る
言

い
方
や
事
柄
が
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
新
鮮
で
あ
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
貪
欲
に
一
緖
く
た
に
吸
收
し
て
い
っ
た
。（
中

略
）。
こ
の
よ
う
な
息
つ
く
暇
も
な
い
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
靑
年
た
ち
の

心
は
一
體
ど
う
し
て
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
一
日
中
緊
張
と

興
奮
を
强
い
ら
れ
、
心
の
中
は
か
っ
か
と
燃
え
た
ち
、
ま
る
で
そ
れ
は
家
で

お
祝
い
事
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
っ
た
い
ど
う
し
て
な

の
か
わ
か
ら
な
い
と
き
も
あ
っ
た（

（5
（

。

川
島
が
語
っ
た
こ
の
よ
う
に
極
度
に
不
安
定
な
內
面
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、

新
舊
社
會
の
倫
理
構
造
の
轉
換
朞
に
い
る
靑
年
た
ち
が
直
面
し
た
精
神
的
危
機
で

あ
る
。
古
い
社
會
秩
序
が
崩
れ
始
め
て
い
る
一
方
で
、
新
し
い
社
會
秩
序
は
ま
だ

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
川
島
の
よ
う
な
學
生
た
ち
は
樣
々
な
新
し
い
も
の
を
讀
む
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こ
と
で
、
新
し
い
主
體
性
の
確
立
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
新

た
な
主
體
性
の
構
築
は
決
し
て
一
夜
で
完
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
が
感

じ
た
不
安
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
新
た
な
主
體
の
生
成
途
上
で
經
驗
し
た
分
離
や

衝
突
な
ど
諸
々
の
狀
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
郁
逹
夫
が
「
沈
淪
」
で
解
剖
し
よ
う
と

し
た
靑
年
の
「
憂
鬱
病
」
で
あ
り
、
周
作
人
の
い
う
「
靑
年
の
近
代
の
苦
悶
」
で

も
あ
る
。
そ
の
苦
悶
は
よ
り
具
體
的
に
言
え
ば
、
古
い
社
會
的
な
倫
理
構
造
か
ら

新
し
い
倫
理
構
造
へ
の
移
行
朞
に
靑
年
が
直
面
す
る
主
體
の
分
裂
と
い
う
危
機
な

の
で
あ
る
。

川
島
の
よ
う
に
煩
悶
す
る
靑
年
は
一
九
二
〇
年
代
の
中
國
に
お
い
て
は
決
し
て

珍
し
い
存
在
で
は
な
い
。
茅
盾
（
一
八
九
六
―
一
九
八
一
）
が
回
想
錄
で
語
っ
た
よ

う
に
、
五
四
運
動
に
よ
り
靑
年
た
ち
は
「
人
生
」
と
は
何
か
を
考
え
始
め
た
も

の
の
、
結
局
の
と
こ
ろ
答
え
を
見
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た（

（5
（

。
そ
の
た
め
、「
苦

悶
」
の
二
文
字
は
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
の
知
識
靑
年
の
言
論
に
頻
出
し
た
言

葉
で
あ
っ
た（

（5
（

。
一
九
二
三
年
、
張
君
勱
（
一
八
八
七
―
一
九
六
九
）
は
「
人
生
觀
」

を
題
と
し
た
講
演
を
行
い
、
科
學
萬
能
主
義
を
批
判
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

と
し
て
、「
科
學
と
人
生
觀
」
論
戰
が
卷
き
起
こ
っ
た
。
彭
小
姸
に
よ
れ
ば
、
張

ら
「
人
生
派
」
知
識
人
の
論
述
に
現
れ
た
科
學
萬
能
主
義
に
對
す
る
反
省
は
、
實

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
反
諬
蒙
思
潮
、
西
田
幾
多
郞
の
自
他
關
係
に
關
す
る
言
說

と
緊
密
に
關
連
し
て
い
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、
科
學
萬
能
主
義
を
中
心
と
す
る
「
諬

蒙
」
言
說
に
對
す
る
反
省
は
世
界
的
な
關
心
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、「
沈
淪
」
が
苦
悶
す
る
近
代
中
國
の
靑
年
た
ち
の
あ
い
だ
に
人
氣
を
博

し
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
の
出
來
事
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
郁
が
留
學
中
味
わ
っ

た
「
近
代
人
の
苦
悶
」
は
、
同
時
代
の
中
國
知
識
靑
年
に
共
通
し
て
い
る
。
郁
は

「
沈
淪
」
で
書
か
れ
た
苦
悶
と
同
情
を
通
じ
、
近
代
科
學
萬
能
主
義
に
よ
っ
て
抑

壓
さ
れ
た
感
情
の
主
體
を
喚
起
し
、
近
代
人
の
苦
悶
の
根
源
に
あ
る
主
客
分
離
の

狀
態
を
修
復
し
、
生
命
の
原
始
狀
態
に
復
歸
す
る
試
み
を
、
靑
年
た
ち
に
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
が
論
じ
た
よ
う
に
、
郁
逹
夫
が
大
正
敎
養
主
義
の
中
で
得

た
思
想
的
㊮
源
こ
そ
、「
近
代
人
の
苦
悶
」
を
解
剖
し
、
超
克
す
る
衟
具
で
あ
っ

た
。一

九
三
〇
年
、
沈
從
文
（
一
九
〇
二
―
八
八
）
は
郁
逹
夫
文
學
の
影
響
に
つ
い
て
、

「
郁
逹
夫
の
眞
摯
な
る
吿
白
は
、
す
べ
て
の
若
者
に
良
い
機
會
を
與
え
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
機
會
と
は
、
自
分
の
文
章
で
讀
者
に
向
け
て
語
り
、
讀
者
に
「
同

志
」
の
よ
う
な
感
覺
を
與
え
る
機
會
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
覺
は
親
し
み
の
持

て
る
も
の
で
あ
る
。
友
情
の
成
立
は
、
こ
の
「
沈
淪
」
一
册
の
お
か
げ
で
あ
る
」（

（5
（

と
語
っ
た
。
沈
從
文
が
書
い
た
よ
う
に
、「
沈
淪
」
は
、
確
か
に
苦
悶
す
る
靑
年

の
閒
に
共
感
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
苦
悶
す
る
靑
年
た
ち
は
、「
同
情
」
の
機

能
を
通
し
て
自
分
を
理
解
す
る
「
同
志
」
を
發
見
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
こ
そ
、
郁
逹
夫
が
「
沈
淪
」
を
通
じ
て
構
築
し
よ
う
と
し
た
「
沈
淪
イ
ズ
ム
」

で
あ
っ
た
。

　

㊟
（
１
）　

鄭
伯
奇
「
懷
念
郁
逹
夫
」（『
書
報
精
華
』
第
十
二
朞
、
一
九
四
五
年
十
二
⺼
）。

參
照
は
陳
子
善
、
王
自
立
編
『
回
憶
郁
逹
夫
』（
湖
南
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、

三
四
頁
。
原
文
「
他
尤
其
愛
的
是
他
的
這
部
處
女
創
作
集
的
名
字
：「
沉
淪
」。
他
常

常
笑
著
說
，
這
本
書
出
世
以
後
會
引
起
「
沉
淪
主
義—

沉
淪
以
斯
姆
」。「
沉
淪
以
斯

姆
，
沉
淪
以
斯
姆
」。
他
常
常
口
中
低
聲
念
著
，
好
像
在
欣
賞
自
己
所
創
造
的
這
個

新
名
詞
似
的
。」

（
２
）　

韓
侍
桁
「
郁
逹
夫
先
生
作
品
的
時
代
意
義
」（『
文
學
評
論
集
』
現
代
書
局
、
一
九

三
四
年
）、
一
二
〇
―
一
二
一
頁
。
原
文
「
我
想
，
凢
是
五
四
時
代
歬
後
關
心
文
藝

的
靑
年
們
，
都
曾
讀
過
這
個
作
者
的
”沉
淪
“
以
及
”蔦
蘿
行
“
那
兩
本
小
書
吧
；
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一
九
五

而
且
我
相
信
，
縱
無
論
是
怎
樣
健
忘
的
人
們
，
也
不
會
就
忘
記
了
那
些
作
品
當
時
在

他
心
中
所
遺
留
下
的
印
象
吧
。」

（
３
）　

黎
錦
朙
「
逹
夫
的
三
時
朞
」（『
一
般
』
第
三
卷
第
一
朞
、
一
九
二
七
年
九
⺼
五
日
）。

參
照
は
王
自
立
、
陳
子
善
編
『
郁
逹
夫
硏
究
㊮
料
』（
知
識
產
權
出
版
社
、
二
〇
一

〇
年
）、
二
八
九
―
二
九
〇
頁
。
原
文
「『
沉
淪
』
幷
不
是
一
部
記
述
關
於
性
的
問
題
，

革
命
心
理
的
文
字
，
然
而
那
眞
實
的
情
感
的
諬
示
（Revelation

）
比
『
吶
喊
』
那

較
朙
顯
的
激
動
，
尤
其
來
得
深
遠
。」
と
は
い
え
、『
沈
淪
』
は
も
っ
ぱ
ら
個
人
の
感

情
の
み
を
扱
い
、
社
會
改
革
に
對
す
る
意
識
を
持
た
な
い
作
品
と
は
言
え
ず
、
ま
た

「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
に
は
、
彼
の
考
え
る
「
大
衆
の
理
想
像
」
へ
の
强
い
思
い
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
４
）　

郁
逹
夫
「『
鷄
肋
集
』
題
辭
」、『
鷄
肋
集
』（
創
造
社
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）。

參
照
は
『
郁
逹
夫
全
集
』
第
十
卷
（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
三
〇
一
頁
。

原
文
「
社
會
上
因
爲
還
看
不
慣
這
一
種
畸
形
的
新
書
，
所
受
的
譏
評
嘲
駡
，
也
不
知

㊒
幾
十
百
次
了
。」
以
下
『
郁
逹
夫
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
卷
數
と
頁
數
の
み
示
す
。

（
５
）　

郁
逹
夫
「
致
周
作
人
」、
一
九
二
一
年
。（
歬
揭
書
『
郁
逹
夫
全
集
』
第
六
卷
）、

四
六
頁
。
原
文
「All the literary m

en in Shanghai are against m
e, I am

 
going to be buried soon.

」

（
６
）　

周
作
人
「
沈
淪
」『
晨
報
副
鐫
』、
一
九
二
二
年
三
⺼
二
十
六
日
。（
歬
揭
書
『
郁

逹
夫
硏
究
㊮
料
』）、
二
六
六
頁
。
原
文
「
雖
然
㊒
猥
褻
的
分
子
而
幷
無
不
衟
德
的
性

質
。」

（
７
）　

同
㊟
（
６
）、
二
六
七
頁
。
原
文
「
生
的
意
志
與
現
實
的
衝
突
是
這
一
切
苦
悶
的

基
本
；
人
不
滿
足
於
現
實
，
而
復
不
肯
遁
於
空
虛
，
仍
就
這
堅
冷
的
現
實
之
中
，
尋

求
其
不
可
得
的
快
樂
與
幸
福
。」

（
８
）　

郁
逹
夫
「『
沈
淪
』
自
序
」（『
沈
淪
』
泰
東
圖
書
局
、
一
九
二
一
年
十
⺼
十
五
日
）。

（
參
照
は
歬
揭
書
『
郁
逹
夫
全
集
』
第
十
卷
）、
十
八
頁
。
原
文
「
第
一
篇
「
沉
淪
」

是
描
寫
著
一
個
病
的
靑
年
的
心
理
，也
可
以
說
是
靑
年
憂
鬱
病
（H

ypochondria

）

的
解
剖
，
裏
邊
也
帶
敘
著
現
代
人
的
苦
悶—

—

便
是
性
的
要
求
與
靈
肉
的
衝
突

—
—

」。

（
９
）　

同
㊟
（
４
）。
原
文
「
一
般
罵
我
誨
淫
，
駡
我
造
作
的
文
壇
壯
士
，
才
稍
稍
收
斂

了
他
們
痛
罵
的
雄
詞
。」

（
10
）　

大
東
和
重
『
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
：「
自
己
表
現
」
か
ら
「
自
己
實
現
」
の
時
代

へ
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
二
年
）、
四
三
頁
。

（
11
）　

劉
瀟
雨
「
閱
讀
「
沉
淪
」：
一
種
共
情
機
製
的
建
立
」（
李
浴
洋
編
『
時
代
重
構
與

經
典
再
造
（
晚
淸
民
國
卷
：
一
八
七
二
―
一
九
四
九
）—

—

國
際
靑
年
學
者
專
題
學

術
論
文
集
（
第
五
册
）』
芲
木
蘭
文
化
事
業
㊒
限
公
司
、
二
〇
一
七
年
）、
七
八
七
―

八
〇
六
頁
。

（
12
）　

郁
逹
夫
「
序
孫
譯
『
出
家
及
其
弟
子
』」（
倉
田
百
三
著
、
孫
百
剛
譯
『
出
家
及
其

弟
子
』
創
造
社
出
版
部
、
一
九
二
七
年
十
⺼
二
〇
日
）。（
參
照
は
歬
揭
書
『
郁
逹
夫

全
集
』
第
十
卷
）、
三
七
八
頁
。
原
文
「
作
者
生
於
一
八
九
一
年
，
這
劇
本
的
出
世
，

是
當
他
在
東
京
第
一
高
等
學
校
退
學
之
後
。
我
雖
和
原
作
者
沒
㊒
一
面
之
緣
，
然
而

當
十
幾
年
歬
的
東
京
第
一
高
等
學
校
的
學
生
的
思
想
煩
悶
，
是
曾
經
經
過
過
的
，
所

以
倉
田
氏
的
撰
作
此
劇
的
動
機
，
和
內
心
的
苦
悶
，
似
乎
也
略
略
體
會
得
出
。」

（
13
）　

尾
崎
一
雄
『
あ
の
日
こ
の
日
』（
上
册
、
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）。
三
二
八
頁
。 

（
14
）　

瀨
沼
茂
樹
『
本
の
百
年
史
：
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
の
今
昔
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、

一
九
六
五
年
）、
一
三
〇
頁
。

（
15
）　
「
寄
贈
―
讀
む
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
敎
養
共
同
體
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初

朞
創
造
社
の
飜
譯
觀
の
誕
生
」（『
野
草
』
第
一
〇
五
號
、
二
〇
二
〇
年
）
を
參
照
。

（
16
）　

倉
田
百
三
「
異
性
の
內
に
自
己
を
見
出
さ
ん
と
す
る
心
」（『
倉
田
百
三
作
品
集
』

第
二
卷
、
創
藝
社
、
一
九
五
一
年
）、
三
五
―
三
六
頁
。

（
17
）　

同
㊟
（
16
）、
三
六
頁
。

（
18
）　

西
田
幾
多
郞
『
善
の
硏
究
』（
弘
衟
館
、
一
九
一
一
年
）。
參
照
は
『
西
田
幾
多
郞

全
集
』
第
一
卷
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
六
頁
。
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一
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六

（
19
）　

竹
內
洋
『
立
身
出
世
主
義
：
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲

』（
世
界
思
想
社
、
二

〇
〇
五
年
）、
七
九
頁
。

（
20
）　

同
㊟
（
18
）、
一
三
一
頁
。

（
21
）　

同
㊟
（
18
）、
一
三
四
頁
。

（
22
）　

同
㊟
（
18
）、
三
九
頁
。

（
23
）　

同
㊟
（
18
）、
七
七
頁
。

（
24
）　

西
田
幾
多
郞
「
現
代
の
哲
學
」（『
哲
學
硏
究
』
創
刊
號
、
京
都
哲
學
會
、
一
九
一

六
年
）。（
參
照
は
歬
揭
書
『
西
田
幾
多
郞
全
集
』
第
一
卷
）、
二
六
七
―
二
六
八
頁
。

（
25
）　

同
㊟
（
18
）、
一
二
五
頁
。

（
26
）　

鈴
木
貞
美
「
西
田
幾
多
郞
『
善
の
硏
究
』
を
讀
む
：
生
命
主
義
哲
學
の
形
成
」

（『
日
本
硏
究
：
國
際
日
本
文
化
硏
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
一
七
卷
、
一
九
九
八
年
）、

八
七
頁
。

（
27
）　

同
㊟
（
16
）、
三
七
―
三
八
頁
。

（
28
）　

同
㊟
（
16
）、
三
八
頁
。

（
29
）　

同
㊟
（
18
）、
一
五
七
―
一
五
八
頁
。

（
30
）　

同
㊟
（
16
）、
三
八
頁
。

（
31
）　

倉
田
百
三
「
生
命
の
認
識
的
努
力
」（『
第
一
高
等
學
校
校
友
會
雜
誌
』
第280

號
、

一
九
一
一
年
）、
二
頁
。

（
32
）　

同
㊟
（
16
）、
四
一
頁
。

（
33
）　

同
㊟
（
16
）、
四
六
頁
。

（
34
）　

同
㊟
（
16
）、
四
二
頁
。

（
35
）　

鈴
木
貞
美
「「
大
正
生
命
主
義
」
と
は
何
か
」（
鈴
木
貞
美
編
『
大
正
生
命
主
義
と

現
代
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
）、
三
頁
。  

（
36
）　

同
㊟
（
35
）、
一
〇
頁
。

（
37
）　

郁
逹
夫
『
沉
淪
』（
上
海
泰
東
圖
書
局
、
一
九
二
一
年
）。（
參
照
は
歬
揭
書
『
郁

逹
夫
全
集
』
第
一
卷
）、
四
七
頁
。
原
文
「「
若
㊒
一
個
美
人
，
能
理
解
我
的
苦
楚
，

她
要
我
死
，
我
也
肯
的
。」「
若
㊒
一
個
婦
人
，
無
論
她
是
美
是
丑
，
能
眞
心
眞
意
的

愛
我
，
我
也
願
意
爲
她
死
的
。」「
我
所
要
求
的
就
是
異
性
的
愛
情
！
」「
蒼
天
呀
蒼

天
，
我
竝
不
要
知
識
，
我
竝
不
要
名
譽
，
我
也
不
要
那
些
無
用
的
金
錢
，
你
若
能
賜

我
一
個
伊
甸
園
內
的
「
伊
扶
」，
使
她
的
肉
體
與
心
靈
，
全
歸
我
㊒
，
我
就
心
滿
意

足
了
」。」「
沈
淪
」
の
飜
譯
は
駒
田
信
二
、
植
田
渥
雄
の
譯
文
（『
現
代
中
國
文
學
六

　

郁
逹
夫
・
曹
禺
』、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
、
四
一
―
四
二
頁
）
を
參
照

す
る
。
以
下
、
參
照
し
た
と
こ
ろ
は
（
駒
田
・
植
田
：
ペ
ー
ジ
數
）
で
㊟
記
す
る
。

（
38
）　

同
㊟
（
12
）。
原
文
「
當
時
的
日
本
，
政
治
入
於
小
康
，
思
想
縱
橫
錯
亂
之
至
。

大
家
覺
得
舊
的
傳
統
應
該
破
壞
，
然
而
可
以
使
人
安
心
立
命
的
新
的
東
西
，
却
還
沒

㊒
找
著
。
所
以
一
般
神
經
過
敏
的
㊒
思
想
的
靑
年
，
流
入
於
虛
無
者
，
就
跑
上
華
嚴

大
瀑
去
投
身
自
殺
，
志
趨
不
堅
的
，
就
作
了
頹
廢
派
的
惡
徒
，
去
貪
他
目
歬
的
官
能

的
滿
足
。」

（
39
）　
「
通
信
」（『
創
造
』
第
一
卷
第
三
朞
）、
通
信
五
一
頁
。
原
文
「
逹
夫
的
「
沉
淪
」，

大
家
都
說
是
描
寫
靈
肉
的
衝
突
，
我
却
不
以
爲
然
。
若
說
是
靈
肉
的
衝
突
，
未
免
太

膚
淺
了
，
我
說
他
所
描
寫
的
是
，「
求
愛
的
心 Liebe bedürftiges H

erz

」。」

（
40
）　

同
㊟
（
37
）、
四
四
頁
。
原
文
「
心
想
却
同
飛
雲
逝
電
一
般
，
在
那
裏
作
無
邊
無

際
的
空
想
。」（
駒
田
・
植
田
：
四
〇
頁
。）  

（
41
）　

同
㊟
（
37
）、
四
四
頁
。
原
文
「
他
的
同
學
却
都
自
家
管
自
家
的
去
尋
歡
樂
去
。」

（
駒
田
・
植
田
：
四
〇
頁
。）

（
42
）　

同
㊟
（
37
）、
四
五
頁
。
原
文
「「
他
們
都
是
日
本
人
，
他
們
對
你
當
然
是
沒
㊒
同

情
的
，
因
爲
你
想
得
到
他
們
的
同
情
，
所
以
你
怨
他
們
，
這
豈
不
是
你
自
家
的
錯
誤

麽
？
」」（
駒
田
・
植
田
：
四
〇
頁
。）

（
43
）　

同
㊟
（
37
）、
四
七
頁
。
原
文
「「
知
識
我
也
不
要
，
名
譽
我
也
不
要
，
我
只
要

一
個
安
慰
我
體
諒
我
的
「
心
」。
一
副
白
熱
的
心
腸
！
從
這
一
副
心
腸
裏
生
出
來
的

同
情
！
從
同
情
而
來
的
愛
情
！
我
所
要
求
的
就
是
愛
情
！
」」（
駒
田
・
植
田
：
四
一

頁
。）



「
沈
淪
イ
ズ
ム
」
の
實
像

一
九
七

頁
。

（
53
）　

川
島
「
五
四
回
憶
」（『
五
四
運
動
回
憶
錄
』
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
七

九
年
三
⺼
）、
三
二
一
―
三
二
二
頁
。
原
文
「
生
活
中
所
接
觸
到
多
少
事
情
，
都
是

新
鮮
的
，
儘
管
㊒
的
說
法
，
㊒
一
些
事
，
著
實
叫
人
納
悶
兒
，
卻
因
爲
它
是
新
鮮
的
，

就
貪
婪
地
一
古
腦
兒
地
吸
取
着
。（
中
略
）。
在
這
樣
目
不
暇
接
的
一
個
環
境
中
，
每

個
靑
年
人
的
心
怎
麽
能
平
靜
得
下
來
呢
！
整
天
緊
張
著
，
興
奮
著
，
心
裏
熱
虎
虎
的
，

㊒
時
就
象
家
裏
要
辦
喜
事
似
的
；
㊒
時
，
自
己
也
不
知
衟
是
爲
了
什
麽
」。

（
54
）　

茅
盾
『
我
所
走
過
的
路　

上
册
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
一
七
三

頁
。

（
55
）　

王

森
『
思
想
是
一
種
生
活
方
式
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
一
二

八
頁
。

（
56
）　

五
四
時
朞
の
反
諬
蒙
思
潮
に
つ
い
て
は
、
彭
小
姸
『
唯
情
與
理
性
的
辨
證
：
五
四

的
反
諬
蒙
』（
聯
經
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
を
參
照
。

（
57
）　

甲
辰
「
郁
逹
夫
張
㊮
平
及
其
影
響
」（『
新
⺼
』
第
三
卷
第
一
朞
、
一
九
三
〇
年
三

⺼
一
〇
日
）。
零
星
：
一
頁
。
原
文
「
郁
逹
夫
那
自
白
的
坦
白
，
仿
佛
給
一
切
年
靑

人
一
個
好
機
會
，
這
機
會
是
用
自
己
的
文
章
，
訴
於
讀
者
，
使
讀
者
㊒
「
同
志
」
那

樣
感
覺
。
這
感
覺
是
親
切
的
。
友
誼
的
成
立
，
是
一
本
「
沉
淪
」。」

付
記
：
本
稿
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
典
か
ら
近
代
へ
：
淸
代
と
民
國
朞
の
學

問
」（
二
〇
二
二
年
八
⺼
一
〇
日
、
於
大
阪
大
學
）
で
の
口
頭
發
表
が
も
と
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
本
稿
は
特
別
硏
究
員
奬
勵
費
（21J11831

）
の
助
成
を
う
け
た
も

の
で
あ
る
。

（
44
）　

同
㊟
（
37
）、
五
七
頁
。
原
文
「
他
的
幾
個
中
國
同
學
，
也
許
久
不
去
尋
訪
了
，

因
爲
去
尋
訪
了
回
來
，
他
心
裏
反
覺
得
空
虛
。
因
爲
他
的
幾
個
中
國
同
學
，
怎
麽
也

不
能
理
解
他
的
心
裏
。
他
去
尋
訪
的
時
候
，
總
想
得
些
同
情
回
來
的
，
然
而
到
了
那

裏
，
談
了
幾
句
之
後
，
他
又
不
得
不
自
悔
尋
訪
錯
了
。」（
駒
田
・
植
田
：
四
八
頁
。）

（
45
）　

仲
島
陽
一
『
共
感
の
思
想
史
』（
創
風
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
一
―
二
六
頁
を
參

照
。

（
46
）　

た
と
え
ば
、
商
務
印
書
館
が
一
九
四
三
年
に
出
版
し
た
辭
書
に
は
、「
同
情
」
の

項
に
「
他
人
の
喜
怒
哀
樂
を
見
て
、
同
樣
な
感
情
を
表
す
（
見
他
人
之
喜
怒
哀
樂
而

表
示
相
同
之
情
感
）」
と
い
う
解
釋
が
見
え
る
。（
王
雲
五
：『
王
雲
五
新
詞
典
』、
商

務
印
書
館
、
一
九
四
三
年
一
一
⺼
、
二
一
七
頁
。）

（
47
）　

郁
逹
夫
「
藝
術
與
國
家
」（『
創
造
週
報
』
第
七
號
、
一
九
二
三
年
六
⺼
二
十
三
日
）、

二
頁
。
原
文
「
因
爲
藝
術
的
理
想
是
赤
裸
裸
的
天
眞
，
是
中
外
一
家
的
平
和
，
是
如

火
焰
一
般
的
正
義
心
，
是
美
的
陶
醉
，
是
博
大
的
同
情
，
是
忘
我
的
愛
。」

（
48
）　

同
㊟
（
47
）、
三
頁
。
原
文
「
可
以
一
時
救
我
們
出
世
界
苦W

eltschm
erz

而
入

於
涅
槃N

irvana

之
境
。」

（
49
）　

郁
逹
夫
『
小
說
論
』（
上
海
光
華
書
局
、
一
九
二
六
年
一
⺼
）。（
參
照
は
歬
揭
書

『
郁
逹
夫
全
集
』
第
十
卷
）、
一
三
二
頁
。
原
文
「
一
天
工
作
了
七
八
小
時
，
日
暮
歸

來
，
家
裏
若
㊒
嬌
妻
幼
子
，
那
麽
這
肉
做
的
機
械
，
還
能
得
着
一
點
倦
後
的
慰
安
，

恢
復
一
點
精
力
，
以
待
朙
朝
的
工
作
。
若
他
是
沒
㊒
家
庭
和
雖
㊒
家
庭
而
不
十
分
完

滿
的
人
，
那
麽
日
曜
暇
時
，
只
㊒
埋
頭
悶
死
的
一
法
了
。」

（
50
）　

郁
逹
夫
「
詩
論
」（『
晨
報
副
鐫
』
一
九
二
五
年
五
⺼
二
〇
日
）。（
參
照
は
『
郁
逹

夫
全
集
』
第
十
卷
）、
一
九
二
頁
。
原
文
「
因
他
人
的
情
緖
而
惹
起
的
自
己
胸
中
的

同
情
。」

（
51
）　

阿
部
次
郞
『
三
太
郞
の
日
記　

第
一
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
四
年
）、
二
九
七
―

二
九
八
頁
。

（
52
）　

阿
部
次
郞
『
倫
理
學
の
根
本
問
題
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
）、
二
四
―
二
五




